太田牛一自筆 『太田和泉守記』 について ―― 蓬左文庫所蔵本の成立過程の一端 ―― by 磯部 佳宗
は
じ
め
に
尾
張
徳
川
家
の
文
庫
の
後
身
で
あ
る
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
は
、
太
田
和
泉
守
牛
一
(
一
五
二
七
〜
一
六
一
三
？)
の
自
筆
本
『
太
田
和
泉
守
記』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
牛
一
は
『
信
長
記』
(『
信
長
公
記』)
な
ど
を
著
し
た
軍
記
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
尾
張
国
春
日
井
郡
安
食
村
(
名
古
屋
市
北
区)
出
身
の
武
士
で
あ
る
。
本
書
は
、
内
容
上
、
前
半
部
と
後
半
部
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
半
は
、
慶
長
五
年
(
一
六
〇
〇)
の
争
乱
(
１)
に
つ
い
て
で
あ
る
。
会
津
の
大
名
上
杉
景
勝
討
伐
の
た
め
、
内
大
臣
徳
川
家
康
が
六
月
十
六
日
に
大
坂
を
出
発
す
る
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、
九
月
十
五
日
の
美
濃
関
ヶ
原
の
決
戦
を
経
て
、
十
月
一
日
に
反
家
康
方
の
武
将
、
石
田
三
成
・
小
西
行
長
・
安
国
寺
恵
瓊
が
六
条
河
原
で
斬
首
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
を
記
し
、
最
後
に
家
康
の
威
光
を
称
え
る
。
後
半
部
は
、
そ
の
後
、
同
十
二
年
ま
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
慶
長
五
年
の
争
乱
に
関
す
る
自
著
に
つ
い
て
、
牛
一
は
｢
内
府
公
軍
記｣
(
大
和
文
華
館
所
蔵
の
牛
一
自
筆
本
外
題)
、｢
関
か
原
御
合
戦
双
紙｣
(
四
月
二
十
七
日
付
で
美
濃
松
倉
城
(
か
つ
て
尾
張)
に
住
し
た
武
士
坪
内
喜
太
郎
利
定
(
一
五
三
九
〜
一
六
一
〇)
に
宛
て
た
牛
一
自
筆
書
状
(
２))
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
先
学
諸
氏
の
な
か
に
は
、
ひ
と
ま
ず
、｢
内
府
公
軍
記｣
も
し
く
は
｢
関
(
ヶ)
原
御
合
戦
双
紙｣
の
一
本
と
し
て
、
本
書
を
｢
蓬
左
文
庫
本｣
と
呼
ぶ
人
も
い
た
。
し
か
し
、
本
書
に
は
前
記
争
乱
以
後
の
記
事
が
続
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太
田
牛
一
自
筆
『
太
田
和
泉
守
記』
に
つ
い
て
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
の
成
立
過
程
の
一
端
磯
部
佳
宗
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
主
に
家
康
に
関
す
る
牛
一
著
作
の
う
ち
の
一
本
と
い
う
広
い
意
味
で
、
諸
先
学
に
倣
い
、
以
下
、
蓬
左
文
庫
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
蓬
左
文
庫
本
は
慶
長
十
二
年
写
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
(
３)
。
奥
書
と
譲
渡
に
関
す
る
｢
丁
未
九
月
十
一
日｣
の
日
付
、｢
志
水
小
八
郎
殿
ま
い
る｣
の
宛
名
、
全
体
に
わ
た
っ
て
牛
一
晩
年
の
特
徴
で
あ
る
震
え
が
認
め
ら
れ
る
筆
蹟
、
慶
長
十
二
年
ま
で
の
記
事
を
有
す
る
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
慶
長
十
二
年
書
写
説
に
再
考
を
促
す
以
下
の
事
柄
が
、
金
子
拓
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
牛
一
は
本
書
を
い
っ
た
ん
書
い
た
あ
と
、
反
家
康
方
総
帥
で
あ
っ
た
毛
利
輝
元
(
安
芸
広
島
城
主)
の
大
坂
城
西
の
丸
入
城
記
事
(
七
月
十
五
日
条)
の
途
中
、
丁
が
あ
ら
た
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
十
四
丁
分
を
新
た
に
執
筆
し
、
も
と
の
紙
と
差
し
替
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
(『
記
憶
の
歴
史
学
史
料
に
見
る
戦
国』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
年
十
二
月)
。
現
状
の
本
文
墨
付
(
料
紙
と
同
数)
全
八
十
七
丁
の
う
ち
、
六
丁
か
ら
十
九
丁
ま
で
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
輝
元
の
大
坂
城
入
城
記
事
は
重
複
し
て
お
り
、
金
子
氏
が
述
べ
る
の
は
一
つ
目
の
も
の
。
氏
は
、
家
康
が
征
夷
(
大)
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
く
だ
り
(
慶
長
五
年
九
月
二
十
七
日
条
(
４))
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
康
が
実
際
に
補
任
さ
れ
た
慶
長
八
年
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
と
す
る
大
和
文
華
館
所
蔵
『
内
府
公
軍
記』
(
以
下
、
大
和
文
華
館
本
と
呼
ぶ)
と
前
述
十
四
丁
分
と
を
比
較
し
、
大
和
文
華
館
本
に
見
ら
れ
な
い
記
事
が
主
と
し
て
三
つ
あ
る
と
述
べ
る
(
５)
。
そ
し
て
、
｢
こ
れ
ら
は
、
大
和
文
華
館
本
の
執
筆
後
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蓬
左
文
庫
本
が
い
っ
た
ん
書
か
れ
た
あ
と
の
時
点
で
牛
一
が
入
手
し
た
情
報
に
も
と
づ
く
増
補
で
あ
る｣
(
傍
線
筆
者)
と
推
測
す
る
。
氏
は
、
前
述
十
四
丁
分
に
は
あ
っ
て
大
和
文
華
館
本
に
は
見
え
な
い
記
事
と
し
て
、｢
明
智
玉
子
(
細
川
ガ
ラ
シ
ャ)
の
自
害
記
事｣
を
挙
げ
る
。
こ
れ
が
増
補
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、｢
慶
長
八
年
か
ら
十
二
年
の
あ
い
だ｣
と
し
て
お
り
、
さ
き
の
引
用
文
の
傍
線
部
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
蓬
左
文
庫
本
の
執
筆
時
期
の
解
釈
に
つ
い
て
、
氏
は
四
年
ほ
ど
の
幅
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
氏
は
、｢
慶
長
十
二
年
(
一
六
〇
七)
に
書
か
れ
た
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
自
筆
本
『
太
田
和
泉
守
記』
(
関
ヶ
原
御
合
戦
双
紙)
に
も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
文
の
奥
書
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
…
…｣
(『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
『
信
長
記』
の
彼
方
へ』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月)
と
述
べ
て
い
る
が
、
考
え
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
写
年
代
を
特
定
し
な
い
の
は
、
｢
慶
長
中
写｣
と
し
た
織
茂
三
郎
氏
(『
蓬
左
文
庫
主
要
図
書
解
説
(
文
174
化
財
叢
書
第
十
三
号)』
織
茂
編
、
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
保
存
委
員
会
監
修
・
発
行
、
一
九
五
七
年
十
月)
と
｢
慶
長
年
間｣
(
成
立
時
期)
と
す
る
『
国
書
総
目
録』
(
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
十
一
月
。
補
訂
版
一
九
八
九
年
九
月)
と
の
前
例
が
あ
る
。
金
子
・
織
茂
の
各
氏
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
装
訂
が
｢
袋
綴｣
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
綴
じ
方
で
あ
れ
ば
、
料
紙
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
の
現
在
の
本
文
が
慶
長
十
二
年
に
成
っ
た
こ
と
は
自
明
だ
が
、
全
文
が
こ
の
年
に
な
っ
て
か
ら
清
書
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
書
か
れ
た
あ
と
に
、
増
補
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
料
紙
を
差
し
替
え
た
と
い
う
金
子
氏
指
摘
の
｢
事
実｣
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
鍵
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
牛
一
の
著
書
か
ら
引
用
す
る
際
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
付
け
た
。
ま
た
、
論
述
の
都
合
上
、
傍
線
、
記
号
等
を
付
加
す
る
場
合
も
あ
る
。
一
蓬
左
文
庫
本
の
差
し
替
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
十
四
丁
―
前
後
の
丁
と
の
行
数
の
相
異
―
金
子
拓
氏
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
本
文
が
差
し
替
え
ら
れ
た
と
す
る
根
拠
を
、
筆
致
の
大
き
な
変
化
と
差
し
替
え
た
部
分
直
後
の
丁
の
既
に
書
か
れ
て
い
た
冒
頭
五
行
分
が
擦
り
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。
差
し
替
え
ら
れ
た
料
紙
の
最
後
の
丁
は
確
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
最
初
の
丁
に
つ
い
て
は
客
観
性
の
あ
る
証
拠
が
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
氏
は
十
四
丁
分
の
筆
致
に
つ
い
て
、｢
勢
い
が
な
く
、
ふ
る
え
が
目
立
つ｣
と
す
る
が
、
筆
蹟
の
印
象
と
い
う
も
の
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
蓬
左
文
庫
本
の
半
葉
行
数
に
つ
い
て
織
茂
三
郎
氏
は
｢
無
界
九
行｣
と
し
た
。
し
か
し
、
金
子
氏
が
差
し
替
え
ら
れ
た
と
す
る
十
四
丁
分
は
、
そ
の
前
後
の
丁
と
異
な
っ
て
八
行
書
き
で
あ
る
(
七
丁
表
の
み
、
八
行
分
書
く
こ
と
が
で
き
、
文
の
途
中
で
あ
る
が
、
七
行
目
ま
で
書
い
て
裏
に
移
る)
。
こ
の
半
葉
行
数
の
相
異
と
い
う
新
た
な
指
摘
に
よ
っ
て
、
金
子
氏
の
十
四
丁
分
と
す
る
結
論
は
裏
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
の
半
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葉
行
数
は
も
と
も
と
原
則
九
行
で
一
定
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
｢
原
則｣
と
す
る
の
は
、
以
下
に
述
べ
る
記
事
中
、
九
行
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
徳
川
秀
忠
が
十
万
人
余
り
を
率
い
て
上
洛
し
、
伏
見
城
に
入
っ
た
と
す
る
慶
長
十
年
三
月
二
十
一
日
条
の
記
事
に
続
く
｢
御
伴
衆
次
第｣
、
同
年
四
月
二
十
九
日
条
の
秀
忠
の
将
軍
任
官
記
事
に
続
く
｢
行
列
之
次
第｣
、
慶
長
十
一
年
の
江
戸
城
普
請
担
当
大
名
の
一
覧
｢
江
戸
御
普
請
(
衆)｣
(
こ
の
記
事
は
二
箇
所
に
見
え
る)
で
あ
る
。
十
四
丁
分
の
特
徴
は
こ
の
ほ
か
、
日
付
に
｢
五
庚
子｣
(
右
肩
。
一
箇
所)
、｢
五
か
の
へ
子｣
(
右
肩
。
二
箇
所)
、｢
慶
長
五
か
の
へ
子｣
(
日
付
と
同
じ
大
き
さ
。
二
箇
所)
、｢
か
の
へ
子｣
(
右
肩
。
一
箇
所)
と
い
う
年
号
や
干
支
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
慶
長
五
年
六
月
十
六
日
条
か
ら
十
月
一
日
条
ま
で
に
上
記
の
例
が
認
め
ら
れ
る
の
は
十
四
丁
分
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
も
傍
証
と
な
ろ
う
か
。
以
下
、
六
〜
十
九
丁
の
十
四
丁
分
を
料
紙
Ａ
と
呼
ぶ
。
ち
な
み
に
金
子
氏
の
指
摘
通
り
、
こ
の
部
分
に
は
誤
綴
(
乱
丁)
が
あ
り
、
九
丁
と
十
丁
と
が
逆
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
料
紙
Ａ
の
最
後
の
丁
に
続
く
二
十
丁
表
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
既
に
書
か
れ
て
い
た
五
行
分
を
擦
り
消
し
て
い
る
。
続
く
空
行
一
行
分
と
の
計
六
行
分
が
空
い
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
処
置
に
踏
み
切
れ
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
料
紙
Ａ
の
内
容
は
、
家
康
が
東
下
し
た
あ
と
の
反
家
康
方
の
動
向
や
、
諸
国
の
戦
況
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
り
、
旧
豊
後
国
主
大
友
義
統
(
吉
統)
の
挙
兵
と
挫
折
と
い
う
九
州
で
の
出
来
事
が
最
後
の
記
事
で
あ
る
。
十
九
丁
裏
八
行
目
で
き
っ
ち
り
収
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
次
は
｢
是
者
関
東
表
の
事｣
と
題
し
て
、
徳
川
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
。
内
容
が
一
変
す
る
た
め
、
差
し
支
え
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
半
葉
八
行
の
部
分
は
他
に
二
箇
所
、
ま
と
ま
っ
て
認
め
ら
れ
る
。

、
四
十
丁
表
〜
四
十
一
丁
表
‥
‥
記
事
は
三
十
九
丁
裏
の
最
後
の
行
か
ら
始
ま
る
。
内
容
は
、
九
月
十
五
日
の
関
ヶ
原
決
戦
で
戦
闘
に
加
わ
る
こ
と
な
く
敗
走
し
た
安
国
寺
恵
瓊
(
伊
予
に
知
行)
の
捕
縛
に
つ
い
て
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
続
く
九
月
二
十
三
日
条
の
一
行
目
の
み
、
四
十
一
丁
表
に
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
四
十
一
丁
裏
に
は
九
月
二
十
三
日
条
の
続
き
(
人
名
列
挙)
、
二
十
四
日
条
、
二
十
五
日
条
の
途
中
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
二
十
四
日
・
二
十
五
日
の
各
条
の
文
章
は
行
間
が
近
い
が
、
こ
の
面
は
九
行
書
き
と
判
断
さ
れ
る
。
以
下
、
料
紙
Ｂ
と
呼
ぶ
。

、
八
十
四
〜
八
十
五
丁
‥
‥
慶
長
十
二
年
閏
四
月
八
日
に
結
城
秀
康
(
家
康
次
男
、
越
前
北
庄
城
主)
が
薨
じ
た
こ
と
、
平
岩
親
吉
が
尾
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張
国
｢
物
主｣
と
し
て
清
須
城
に
入
り
、
政
務
を
行
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
(
６)
。
以
下
、
料
紙
Ｃ
と
呼
ぶ
。
料
紙
Ｂ
と
料
紙
Ｃ
と
は
、
料
紙
Ａ
と
の
共
通
性
の
有
無
と
い
う
相
異
が
見
ら
れ
る
。
料
紙
Ｂ
は
料
紙
Ｃ
と
異
な
っ
て
、
最
初
の
丁
の
一
行
目
が
記
事
の
途
中
か
ら
記
さ
れ
る
こ
と
、
最
後
の
丁
の
あ
と
に
も
記
事
が
あ
る
こ
と
が
料
紙
Ａ
と
共
通
す
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
浮
か
び
上
が
る
次
の
課
題
、
す
な
わ
ち
、
料
紙
Ｂ
は
料
紙
Ａ
と
同
じ
く
差
し
替
え
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
料
紙
Ｃ
は
、
蓬
左
文
庫
本
執
筆
当
初
、
書
か
れ
る
予
定
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
二
本
稿
で
用
い
る
伝
本
五
本
本
稿
で
取
り
上
げ
る
牛
一
の
家
康
関
係
の
著
書
も
『
信
長
記』
な
ど
の
他
の
著
作
同
様
、
幾
度
か
改
稿
し
た
た
め
、
伝
本
系
統
が
複
数
存
在
す
る
。
蓬
左
文
庫
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
例
が
あ
る
よ
う
に
、
本
文
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
前
記
し
た
料
紙
Ｂ
・
Ｃ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
蓬
左
文
庫
本
を
含
め
、
本
稿
で
使
用
す
る
伝
本
五
本
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
呼
称
は
先
学
諸
氏
に
よ
る
も
の
を
踏
襲
す
る
。
以
下
、
先
学
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る
本
文
内
容
の
成
立
順
に
述
べ
る
。
[
杤
山
家
本]
‥
‥
大
澤
泉
氏
が
全
文
翻
刻
紹
介
し
た
一
本
(｢
杤
山
斉
氏
所
蔵
『
内
府
公
軍
記』｣
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要』
三
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月)
。
氏
は
、
奥
書
や
牛
一
自
筆
本
の
筆
致
と
の
近
似
性
か
ら
牛
一
自
筆
本
を
正
確
に
模
写
し
た
本
と
推
定
す
る
。
装
訂
・
紙
数
等
の
書
誌
事
項
は
不
明
。
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四)
暮
秋
、
金
子
理
澂
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
。
慶
長
五
年
の
争
乱
に
関
す
る
｢
内
府
公
軍
記｣
に
続
き
、｢
大
閤
秀
吉
公
軍
記
ノ
内｣
と
し
て
天
正
十
三
年
(
一
五
八
五)
三
月
の
羽
柴
秀
吉
に
よ
る
紀
伊
根
来
寺
攻
略
(
７)
、
次
に
｢
織
田
弾
正
忠
信
長
公
記
録
之
内｣
と
し
て
同
八
年
の
本
願
寺
教
如
の
大
坂
退
去
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
本
奥
書
に
は
牛
一
の
署
名
と
花
押
影
(
形
状
不
明)
、｢
磯
長
山
東
福
院
／
御
坊
中｣
(
大
阪
府
叡
福
寺
塔
頭
。／
は
改
行
を
示
す)
の
宛
所
が
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
大
澤
氏
に
よ
る
翻
刻
に
拠
っ
た
。｢
杤
山
家
本｣
の
呼
称
は
大
澤
氏
に
よ
る
も
の
だ
が
、
金
子
拓
氏
は
｢
杤
山
本｣
と
呼
ぶ
。
[
続
学
舎
叢
書
本]
‥
‥
尾
張
藩
陪
臣
で
考
証
随
筆
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
小
寺
玉
晁
(
一
八
〇
〇
〜
七
八)
が
書
写
収
集
し
た
史
料
叢
書
『
続
学
舎
叢
書』
の
巻
二
十
六
(
二
十
二
冊)
に
所
収
(
８)
。｢
内
府
公
軍
記｣
と
題
す
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、｢
連
177
城
亭｣
こ
と
玉
晁
が
大
田
一
馬
所
蔵
本
を
｢
甲
寅
年
霜
月
(
安
政
元
年
(
一
八
五
四)
十
一
月
カ)｣
に
借
り
て
写
し
た
も
の
。
金
子
拓
氏
の
指
摘
通
り
、
大
田
は
尾
張
藩
士
で
あ
る
(『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
『
信
長
記』
の
彼
方
へ
(
９)』)
。
本
稿
で
は
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
複
写
版
を
用
い
る
。
[
大
和
文
華
館
本]
‥
‥
伊
藤
敏
子
氏
が
牛
一
自
筆
本
と
し
て
全
文
翻
刻
紹
介
し
た
一
本
(｢
太
田
和
泉
守
自
筆
本
｢
内
府
公
軍
記｣｣
『
大
和
文
化
研
究』
一
三
―
七
、
一
九
六
八
年
七
月)
。
大
和
文
華
館
(
鈴
鹿
文
庫)
所
蔵
(
)
。
京
都
吉
田
神
社
社
司
で
国
学
者
で
あ
る
鈴
鹿
連
胤
(
号
、
尚

舎
。
一
七
九
五
〜
一
八
七
〇)
の
蔵
書
印
｢
尚

舎
蔵｣
印
が
オ
モ
テ
表
紙
の
見
返
し
に
捺
さ
れ
て
い
る
。｢
内
府
公
軍
記｣
の
自
筆
外
題
、
奥
書
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
作
成
依
頼
し
た
紙
焼
き
複
製
を
使
用
。
以
上
の
三
本
の
内
容
は
、
慶
長
五
年
の
争
乱
に
つ
い
て
で
あ
る
。
[
蓬
左
文
庫
本]
‥
‥
牛
一
自
筆
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
。
後
補
題
簽
に
は
｢
大
田
和
泉
守
記｣
と
あ
る
が
、
登
録
書
名
で
は
｢
太
田｣
と
表
記
す
る
(
)
。
巻
頭
に
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
(
家
康
九
男
。
一
六
〇
〇
〜
五
〇)
の
蔵
書
印
｢
御
本｣
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
十
二
年
九
月
十
一
日
付
で
志
水
忠
宗
(
一
五
七
四
〜
一
六
二
六)
に
与
え
ら
れ
た
。
本
書
中
、
家
康
の
会
津
出
陣
に
随
従
し
た
武
将
の
一
覧
｢
上
方
よ
り
御
伴
之
人
々｣
に
見
え
る
｢
清
水
小
八
郎｣
(
三
丁
裏
五
行
目
の
三
段
目)
は
忠
宗
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
(
伊
藤
敏
子
前
掲
論
文
。
大
和
文
華
館
本
で
も
清
水
の
名
を
記
載
す
る)
。
こ
の
こ
と
が
本
書
を
忠
宗
が
入
手
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
石
田
善
人
『
信
長
記
十
五
巻
解
題』
福
武
書
店
、
一
九
七
五
年
。『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
『
信
長
記』
の
彼
方
へ』)
。
忠
宗
は
家
康
側
室
で
義
直
生
母
で
あ
る
亀
(
相
応
院)
の
兄
。
家
康
の
家
臣
で
、
山
城
国
代
官
を
勤
め
た
が
、
慶
長
十
七
年
、
義
直
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(『
士
林
泝
』
巻
七
十
二
(
))
。
本
書
は
重
要
図
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
通
常
、
紙
焼
き
本
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
、
そ
れ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
限
り
、
原
本
を
調
査
す
る
こ
と
に
す
る
。
[
河
村
文
庫
本]
‥
‥
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
(
河
村
文
庫)
所
蔵
。
尾
張
藩
士
河
村
家
旧
蔵
。｢
太
田
和
泉
守
覚
書｣
と
題
す
る
。
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
延
宝
九
年
(
一
六
八
一)
初
春
に
大
澤
繁
久
が
牛
一
自
筆
本
を
写
し
た
も
の
。
大
澤
は
尾
張
藩
士
で
あ
る
(
)
。
本
文
最
後
と
本
奥
書
と
の
間
に
、
慶
長
十
二
年
応
鐘
(
十
月)
十
一
日
付
、
加
藤
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与
三
右
衛
門
尉
(
肥
後
熊
本
城
主
加
藤
清
正
の
家
臣
で
佐
敷
城
代
の
加
藤
与
左
衛
門
重
次
(
？
〜
一
六
一
三)
カ)
宛
の
牛
一
書
状
が
写
さ
れ
て
い
る
。｢
太
田
和
泉
守｣
の
署
名
に
花
押
影
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
え
る
が
、
形
状
に
つ
い
て
は
疑
問
。
金
子
拓
氏
は
、
こ
の
書
状
写
し
を
根
拠
と
し
て
、
河
村
文
庫
本
の
親
本
と
さ
れ
る
牛
一
自
筆
本
は
加
藤
の
求
め
に
よ
っ
て
贈
呈
さ
れ
た
と
す
る
(『
記
憶
の
歴
史
学
史
料
に
見
る
戦
国』)
。
本
稿
で
は
原
本
に
拠
っ
た
。
以
上
の
二
本
は
慶
長
十
二
年
ま
で
の
出
来
事
を
記
す
。
牛
一
に
よ
る
奥
書
は
、
八
十
代
に
な
っ
て
か
ら
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
家
康
の
ほ
か
、｢
内
大
臣
信
長
公｣
・｢
大
閤
秀
吉
公｣
・｢
右
大
臣
秀
頼
公｣
・｢
関
白
秀
次
公｣
の
｢
五
代
之
軍
記｣
の
成
立
を
述
べ
る
も
の
。
蓬
左
文
庫
本
で
は
｢
将
軍
家
康
公｣
と
あ
る
が
、
河
村
文
庫
本
で
は
｢
大
御
所
家
康
公｣
と
な
っ
て
い
る
。
三
五
本
の
内
容
成
立
順
に
つ
い
て
大
和
文
華
館
本
と
蓬
左
文
庫
本
と
の
前
後
関
係
は
、
伊
藤
敏
子
氏
が
指
摘
す
る
筆
蹟
の
状
態
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
大
澤
泉
氏
は
こ
れ
ら
に
杤
山
家
本
を
加
え
、
人
名
表
記
・
語
彙
・
日
付
の
三
点
の
異
同
に
着
目
し
て
、
杤
山
家
本
(
原
本)
↓
大
和
文
華
館
本
↓
蓬
左
文
庫
本
と
い
う
成
立
順
を
推
定
し
た
。
具
体
例
は
一
部
だ
が
首
肯
で
き
る
。
続
学
舎
叢
書
本
に
つ
い
て
は
、
大
澤
氏
が
、
杤
山
家
本
原
本
も
し
く
は
そ
の
系
統
に
属
す
る
本
を
底
本
と
し
て
写
し
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
根
拠
に
つ
い
て
は
、
記
述
内
容
が
相
似
し
て
い
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
河
村
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
金
子
拓
氏
が
蓬
左
文
庫
本
に
も
あ
る
明
智
玉
子
自
害
記
事
と
比
較
し
て
、
玉
子
の
子
ど
も
二
人
が
道
連
れ
に
な
っ
た
と
い
う
河
村
文
庫
本
の
み
に
見
え
る
挿
話
に
着
目
し
、
そ
の
増
補
時
期
を
｢(
慶
長)
十
二
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
ご
く
短
い
期
間｣
と
し
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
本
よ
り
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
杤
山
家
本
・
大
和
文
華
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
の
各
内
容
の
成
立
に
つ
い
て
前
後
関
係
が
わ
か
れ
ば
、
検
討
に
あ
た
っ
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
蓬
左
文
庫
本
と
河
村
文
庫
本
の
親
本
と
は
、
共
に
慶
長
十
二
年
成
立
で
、
譲
渡
さ
れ
た
時
期
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。
後
日
に
譲
り
た
い
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
両
書
の
内
容
の
相
異
点
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
杤
山
家
本
と
続
学
舎
叢
書
本
と
の
内
容
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
相
異
の
う
ち
、
次
の
二
箇
所
を
指
摘
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し
て
お
き
た
い
。
イ
、
家
康
が
上
方
か
ら
関
東
へ
下
向
し
た
際
、
随
従
し
た
武
将
の
一
覧
杤
山
家
本
で
は
、｢
有
楽
公｣
か
ら
｢
佐
々
淡
路｣
ま
で
、
一
行
当
た
り
三
人
の
名
が
十
一
行
に
わ
た
っ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
続
学
舎
叢
書
本
で
は
、
杤
山
家
本
の
一
行
目
と
二
行
目
と
の
間
に
十
行
分
増
え
、
同
じ
く
最
終
行
の
あ
と
に
十
行
分
増
加
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、｢
有
楽
公｣
と
は
信
長
の
弟
、
有
楽
斎
こ
と
織
田
長
益
だ
が
、
続
学
舎
叢
書
本
で
は
敬
称
が
見
ら
れ
な
い
。
ロ
、
反
家
康
方
が
占
拠
し
て
い
た
大
坂
城
受
け
取
り
の
た
め
に
、
家
康
が
派
遣
し
た
武
将
の
人
数
[
杤
山
家
本]
九
月
廿
三
日
福
嶋
侍
従
・
池
田
侍
従
・
浅
野
侍
従
、
三
奉
行
と
し
て
、
大
坂
之
御
城
請
取
候
也
。
[
続
学
舎
叢
書
本]
九
月
廿
三
日
／
羽
柴
左
衛
門
大
輔
・
羽
柴
三
左
衛
門
・
羽
柴
左
京
大
夫
・
黒
田
甲
斐
守
・
有
馬
玄
蕃
頭
・
藤
堂
佐
渡
守
、
是
等
と
し
て
大
坂
之
城
御
請
取
候
也
。
二
本
を
比
較
す
る
と
、
福
島
正
則
(
尾
張
清
須
城
主)
・
池
田
輝
政
(
三
河
吉
田
城
主)
・
浅
野
幸
長
(
甲
斐
府
中
城
主)
の
三
名
は
人
名
表
記
が
異
な
る
が
、
記
載
順
は
同
じ
。
続
学
舎
叢
書
本
で
は
、
さ
ら
に
黒
田
長
政
(
豊
前
中
津
城
主)
・
有
馬
豊
氏
(
遠
江
横
須
賀
城
主)
・
藤
堂
高
虎
(
伊
予
板
島
城
主)
の
三
名
が
続
き
、
合
計
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
福
島
以
下
三
名
の
人
名
表
記
は
異
な
る
も
の
の
、
大
和
文
華
館
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
河
村
文
庫
本
も
同
じ
く
六
名
で
あ
る
。
以
上
、
い
ず
れ
も
、
続
学
舎
叢
書
本
の
内
容
は
杤
山
家
本
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、
増
補
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
杤
山
家
本
の
方
が
古
様
を
示
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
蓬
左
文
庫
本
と
河
村
文
庫
本
と
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
点
を
取
り
上
げ
た
い
。
ハ
、
重
複
記
事
の
有
無
蓬
左
文
庫
本
に
存
在
す
る
重
複
記
事
(
異
同
は
あ
る)
は
、
河
村
文
庫
本
で
は
全
て
一
箇
所
し
か
見
ら
れ
な
い
。
毛
利
輝
元
の
大
坂
城
西
の
丸
入
り
、｢
江
戸
御
普
請
(
衆)｣
と
こ
れ
に
続
く
仙
洞
御
所
造
営
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ニ
、
慶
長
十
二
年
分
の
記
事
の
相
異
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
松
平
忠
吉
公
(
家
康
四
男
、
尾
張
清
須
城
主)
、
御
遷
化
の
事
↓
駿
河
国
府
中
御
普
請
の
事
↓
高
麗
人
来
朝
の
事
(
朝
180
鮮
通
信
使
の
来
日)
↓
結
城
秀
康
公
、
薨
ず
る
事
↓
平
岩
主
計
頭
、
尾
張
清
洲
城
に
入
り
、
政
務
を
行
な
う
事
、
と
続
く
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
結
城
・
平
岩
の
件
は
料
紙
Ｃ
の
内
容
で
あ
る
。
一
方
、
河
村
文
庫
本
で
は
、
松
平
忠
吉
公
、
失
せ
給
う
事
↓
結
城
秀
康
公
、
薨
ず
る
事
↓
駿
河
国
府
中
御
普
請
の
事
↓
高
麗
人
来
朝
の
事
、
と
あ
る
(
二
本
共
に
見
出
し
は
筆
者
作
成)
。
譲
渡
さ
れ
た
時
期
が
遅
れ
る
と
さ
れ
る
河
村
文
庫
本
の
方
が
記
事
は
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
事
自
体
を
比
較
す
る
と
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
忠
吉
・
秀
康
に
殉
死
し
た
近
臣
に
関
す
る
記
述
に
、
ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
る
が
、
河
村
文
庫
本
で
は
、
秀
康
の
記
事
の
み
に
存
す
る
。
こ
れ
は
ハ
の
事
例
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
両
人
の
病
歿
に
つ
い
て
は
、
河
村
文
庫
本
の
方
が
筆
を
費
や
し
て
い
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
の
忠
吉
薨
去
記
事
に
見
え
る
、
元
の
本
文
を
擦
り
消
し
て
加
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
死
歿
地
に
関
す
る
く
だ
り
が
河
村
文
庫
本
に
は
な
い
。
四
安
国
寺
恵
瓊
捕
縛
記
事
の
変
遷
料
紙
Ｂ
と
そ
の
直
前
の
料
紙
裏
側
最
後
の
行
に
記
さ
れ
る
安
国
寺
捕
縛
記
事
は
、
捕
ら
え
ら
れ
て
家
康
の
許
へ
送
ら
れ
る
ま
で
の
安
国
寺
の
逃
走
過
程
と
、
安
国
寺
へ
の
批
難
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
五
本
を
比
較
す
る
と
、
後
半
の
批
難
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
前
半
に
つ
い
て
は
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
半
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
杤
山
家
本
で
は
、
安
国
寺
ハ
城
都
之
内
、
七
条
之
寺
ニ
隠
居
候
を
、
搦
取
縄
懸
て
進
上
、
と
あ
り
、
京
七
条
の
寺
に
潜
伏
し
て
い
た
の
を
捕
ら
え
た
と
い
う
｢
事
実｣
を
簡
潔
に
伝
え
て
い
る
。
続
学
舎
叢
書
本
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
大
和
文
華
館
本
で
は
、
安
国
寺
者
太 Ⅰ
郎
口
を
迯
忍
、
鞍 Ⅱ
馬
寺
へ
入
し
か
ど
、
若 Ⅲ
も
人
に
紛
、
助
か
り
も
や
す
る
と
、
城
都
之
内
、
七
条
之
寺
ニ
隠
れ
居
た
る
を
搦
進
上
す
。
と
あ
る
。
前
記
二
本
と
比
べ
る
と
、
逃
走
経
路
(
傍
線
部
Ⅰ
・
Ⅱ)
と
七
条
の
寺
に
移
っ
た
動
機
(
傍
線
部
Ⅲ)
と
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
安
国
寺
ハ
太 Ⅰ
郎
口
を
迯
忍
、
大
原
九
郷
之
所
候｣
下
ノ
坊
と
云
者
、
大
原
あ
る
し
の
様
に
随
意
雅
意
に
相
働
者
候
。
金
を
と
ら
せ
下
坊
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を
憑
、
し
は
ら
く
足
を
休
ら
れ
候
。
是
迄
ハ
下
人
共
五
・
六
十
人
候
つ
る
。
爰
に
も
難
レ
忍
存
、
志
津
原
へ
つ
た
ひ
行
、
夫
よ
り
鞍 Ⅱ
馬
の
月
照
院
日
比
之
旦
那
ニ
て
候
間
参
、
二
・
三
日
置
申
、
是
よ
り
木
舟
へ
の
け
候
。
次
第


に
家
子
・
郎
党
も
持
遣
候
金
銀
を
取
迯
、
五
・
三
人
に
罷
成
。
大
原
の
下
坊
拘
置
候
を
被
及
聞
召
、
下
坊
を
か
ら
め
御
尋
候
処
、
鞍
馬
之
月
照
院
か
ゝ
へ
候
由
、
言
上
候
。
則
、
下
坊
誅
さ
せ
ら
れ
、
御
所
様
、
月
照
院
被
召
寄
、
有
所
を
申
候
へ
と
上
意
候
て
、
御
家
人
を
月
照
院
に
相
加
被
遣
候
。
行
先


御
尋
候
処
に
、
木
舟
よ
り
ほ
う
す
か
谷
へ
の
か
れ
候
。
夫
よ
り
山


を
流
ひ
雲
ガ
畑
と
云
在
所
へ
出
ら
れ
、
も Ⅲ
し
も
人
に
紛
れ
、
た
す
か
り
も
や
す
る
と
、
乗
物
ニ
而
洛
中
へ
出
ら
れ
候
を
途
中
に
て
め
し
取
、
上
申
候
。
河
村
文
庫
本
は
大
和
文
華
館
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
さ
き
に
松
平
忠
吉
薨
去
記
事
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
改
変
が
河
村
文
庫
本
に
は
見
え
な
い
と
い
う
実
例
を
述
べ
た
が
、
安
国
寺
捕
縛
記
事
も
同
様
で
あ
る
。
五
蓬
左
文
庫
本
所
収
記
事(
料
紙
Ｂ)
の
検
討
《
１
》
蓬
左
文
庫
本
引
用
文
中
に
付
け
た
｣
印
は
、
こ
こ
で
丁
が
改
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
前
後
で
半
葉
行
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
に
移
れ
ば
、｢
太
郎
口
を
迯
忍｣
、
｢
鞍
馬｣
、｢
も
し
も
人
に
紛
れ
、
た
す
か
り
も
や
す
る
と｣
(
傍
線
部
Ⅰ
〜
Ⅲ)
と
い
う
大
和
文
華
館
本
と
共
通
す
る
文
言
が
あ
る
。
逃
走
経
路
に
つ
い
て
、
大
和
文
華
館
本
で
は
、
太
郎
口
↓
鞍
馬
寺
↓
城
都
之
内
七
条
之
寺
と
三
箇
所
明
示
し
て
い
た
。
一
方
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
太
郎
口
↓
大
原
(
大
原
九
郷
。
京
都
市
左
京
区)
↓
志
津
原
(
静
原
。
左
京
区)
↓
鞍
馬
の
月
照
院
(
左
京
区)
↓
木
舟
(
貴
布
禰
・
貴
船
。
左
京
区)
↓
ほ
う
す
か
谷
↓
雲
ガ
畑
(
雲
ヶ
畑
。
同
北
区)
↓
洛
中
と
い
う
よ
う
に
八
箇
所
記
さ
れ
、
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
安
国
寺
家
臣
の
逃
亡
と
安
国
寺
の
行
方
を
探
索
す
る
家
康
(
波
線
部
｢
御
所
様｣)
の
熱
心
さ
と
に
つ
い
て
も
筆
を
費
や
し
て
い
る
。
捕
縛
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
が
都
で
あ
る
点
は
同
じ
だ
が
、
状
況
が
異
な
る
。
杤
山
家
本
・
続
学
舎
叢
書
本
・
大
和
文
華
館
本
・
河
村
文
庫
本
の
四
本
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で
は
、｢
七
条
之
寺｣
に
隠
れ
て
い
た
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
乗
り
物
に
て
洛
中
へ
や
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
途
中
で
召
し
捕
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
蓬
左
文
庫
本
の
安
国
寺
捕
縛
記
事
は
、
い
っ
た
ん
書
か
れ
た
あ
と
、
料
紙
が
差
し
替
え
ら
れ
て
改
変
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
六
蓬
左
文
庫
本
所
収
記
事(
料
紙
Ｃ)
の
検
討
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
結
城
秀
康
が
薨
じ
た
と
す
る
記
事
と
そ
の
直
前
に
あ
る
高
麗
人
来
朝
に
関
す
る
記
事
と
は
丁
が
異
な
っ
て
い
る
。
双
方
、
半
葉
行
数
が
相
異
す
る
事
実
と
を
併
せ
れ
ば
、
料
紙
Ｃ
は
、
い
っ
た
ん
全
体
が
書
か
れ
た
あ
と
に
付
加
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
、
も
と
も
と
、
高
麗
人
来
朝
記
事
が
蓬
左
文
庫
本
の
最
後
の
記
事
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
蓬
左
文
庫
本
の
各
記
事
の
間
は
、
空
け
な
か
っ
た
り
、
空
け
た
り
(
大
体
一
行
だ
が
、
二
行
の
場
合
も
あ
る)
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
行
空
け
、
右
寄
り
、
つ
ま
り
、
空
行
直
前
の
記
事
最
終
行
の
左
側
近
く
に
、
さ
ら
に
縦
方
向
に
短
い
線
を
引
き
、
線
の
真
ん
中
や
や
上
方
に
｢
ヽ｣
を
書
い
た
り
も
し
て
い
る
(
慶
長
七
年
六
月
十
一
日
条
の
東
大
寺
蔵
開
き
に
関
す
る
記
事
以
降
、
同
八
年
二
月
八
日
〜
十
日
条
の
家
康
の
行
動
に
関
す
る
記
事
の
あ
と
ま
で
(
五
十
丁
裏
〜
五
十
二
丁
表))
。
見
開
き
の
状
態
で
、
記
事
を
中
央
寄
り
に
記
し
た
た
め
、
右
側
に
五
行
分
の
余
白
が
あ
る
場
合
も
あ
る
(
六
十
八
丁
裏)
。
こ
の
よ
う
に
、
記
事
間
に
つ
い
て
の
記
述
方
法
は
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
麗
人
来
朝
記
事
は
紙
面
上
、
収
ま
り
が
よ
く
、
八
十
三
丁
裏
一
行
分
を
残
し
て
記
事
が
終
わ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
こ
う
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
記
事
間
の
空
け
方
に
対
し
て
前
記
の
よ
う
な
処
置
が
と
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
蓬
左
文
庫
本
の
最
後
の
記
事
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
紙
面
に
過
不
足
無
く
収
ま
る
よ
う
、
換
言
す
れ
ば
、
決
め
ら
れ
た
行
数
内
に
き
っ
ち
り
収
ま
る
よ
う
、
各
記
事
の
間
が
調
節
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
に
、
料
紙
Ｃ
が
付
加
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
高
麗
人
来
朝
記
事
に
見
え
る
日
付
は
｢
慶
長
十
弐
丁
未
三
月
中
旬｣
、
結
城
秀
康
薨
去
記
事
で
は
｢
慶
長
十
二
年
丁
未
閏
四
月
八
日｣
、
平
岩
の
件
に
つ
い
て
は
時
期
を
記
し
て
い
な
い
。
日
付
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
見
、
各
記
事
は
時
間
軸
上
に
古
い
順
か
ら
並
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
麗
人
来
朝
記
事
の
内
容
を
述
べ
て
お
き
た
い
。｢
慶
長
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十
弐
丁
未
三
月
中
旬｣
の
次
、
改
行
し
て
｢
高
麗
人
来
朝｣
と
続
く
。
朝
鮮
使
を
｢
対
馬
の
屋
形
(
宗
義
智)｣
が
召
し
連
れ
て
上
洛
し
、
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
に
伝
達
し
て
大
徳
寺
に
寄
宿
、｢
関
東
の
御
所
(
将
軍
秀
忠)｣
に
報
告
さ
れ
、
そ
の
指
示
に
よ
っ
て
江
戸
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
｢
高
麗
人
御
礼
之
次
第｣
と
題
し
た
概
ね
一
つ
書
形
式
の
一
連
の
記
事
が
重
要
で
あ
る
。
江
戸
で
朝
鮮
使
が
将
軍
秀
忠
に
謁
見
し
た
模
様
、
幕
府
側
の
同
席
者
が
座
敷
奉
行
に
決
ま
る
ま
で
の
経
緯
、
饗
応
の
様
子
、
将
軍
へ
の
進
物
と
将
軍
か
ら
の
下
賜
品
の
内
訳
、
朝
鮮
使
が
江
戸
か
ら
の
帰
途
、
駿
河
の
大
御
所
家
康
に
謁
見
し
た
こ
と
と
、
進
物
・
下
賜
品
が
共
に
江
戸
の
と
き
の
半
分
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
記
事
に
は
時
期
に
関
す
る
文
言
が
見
え
な
い
が
、
朝
鮮
使
が
秀
忠
に
謁
見
し
、
国
書
と
進
物
を
贈
っ
た
の
は
五
月
六
日
、
秀
忠
が
使
節
に
復
書
を
授
け
、
物
を
与
え
た
の
が
同
十
一
日
、
使
節
が
家
康
に
謁
し
た
の
は
同
二
十
日
で
あ
る
(『
大
日
本
史
料』
第
十
二
編
之
四
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
編
纂
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
〇
三
年
。『
史
料
綜
覧』
巻
十
四
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年)
。
し
た
が
っ
て
、
高
麗
人
来
朝
記
事
は
五
月
下
旬
以
降
で
な
け
れ
ば
、
成
立
で
き
な
い
。
料
紙
Ｃ
は
こ
の
あ
と
に
続
く
の
だ
か
ら
、
現
状
の
よ
う
に
付
加
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
月
日
を
立
て
て
い
な
い
平
岩
親
吉
の
清
須
入
城
記
事
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
関
係
史
料
は
『
大
日
本
史
料』
第
十
二
編
之
四
の
慶
長
十
二
年
閏
四
月
二
十
六
日
条
、
次
の
綱
文
に
続
い
て
収
め
ら
れ
て
い
る
(
ち
な
み
に
、『
史
料
綜
覧』
巻
十
四
所
載
の
綱
文
と
の
間
に
は
異
同
が
あ
る)
。
二
十
六
日
、
戊子
、
幕
府
、
甲
斐
府
中
城
主
徳
川
義
利
義直
、
ヲ
尾
張
清
須
ニ
移
シ
テ
、
成
瀬
正
成
竹
腰
正
信
ヲ
其
附
属
ト
シ
、
平
岩
親
吉
ヲ
犬
山
城
ニ
置
キ
、
義
利
ニ
代
リ
テ
政
務
ヲ
行
ハ
シ
ム
、
又
武
川
衆
津
金
衆
ニ
、
府
中
城
ノ
守
衛
ヲ
命
ズ
、
所
収
史
料
中
、
親
吉
の
清
須
入
城
に
つ
い
て
時
期
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、『
当
代
記』
三
・『
慶
長
見
聞
録
案
紙』
下
で
あ
る
。
共
に
二
次
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
件
に
関
す
る
一
次
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
『
当
代
記』
の
成
立
に
つ
い
て
高
木
昭
作
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
(｢
と
う
だ
い
き
当
代
記｣
『
国
史
大
辞
典』
第
十
巻
、
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
集
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年)
。
著
者
は
不
明
。
家
康
の
外
孫
で
姫
路
城
主
松
平
忠
明
(
一
五
八
三
〜
一
六
四
四
―
筆
者
注)
と
の
説
が
あ
る
が
(『
史
籍
雑
纂』
二
184
｢緒
言｣)
根
拠
は
な
い
。
た
だ
し
用
語
は
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
幕
府
当
局
者
か
ら
情
報
を
入
手
で
き
る
立
場
の
者
が
、
手
も
と
の
資
料
や
手
び
か
え
を
整
理
し
て
、
後
年
に
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
蓬
左
文
庫
本
よ
り
成
立
時
期
が
遅
い
が
、
江
戸
時
代
の
出
来
事
に
関
す
る
記
事
は
、
史
料
と
し
て
、
比
較
的
、
良
質
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、『
慶
長
見
聞
録
案
紙』
は
幕
臣
中
神
守
節
(
一
七
六
六
〜
一
八
二
四)
の
校
で
あ
る
か
ら
、『
当
代
記』
よ
り
成
立
が
遅
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
係
記
事
は
『
当
代
記』
か
ら
引
用
し
た
い
(『
當
代
記
駿
府
記』
〈
史
籍
雑
纂
第
二
〉、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年)
。
同
(
慶
長
十
二
丁未)
閏
四
月
廿
六
日
、
尾
州
古
薩
摩
守
(
松
平
忠
吉)
遺
跡
に
、
右
兵
衛
主
を
被
レ
定
、[
年
八
歳
、
大
御
所
九
男
也
、]
依
レ
之
平
岩
主
計
頭
先
清
須
に
可
二
在
城
一
由
、
大
御
所
仰
之
間
、
平
岩
主
計
自
二
甲
州
一
駿
府
へ
参
上
し
て
、
貴
意
之
旨
奉
レ
之
、
則
甲
州
江
帰
、
同
(
五
月)
廿
六
日
、
平
岩
主
計
頭
従
二
甲
州
一
来
て
、
清
須
北
之
丸
に
在
城
、
本
城
に
は
古
薩
摩
守
主
の
御
前
方
、
煩
付
て
今
在
城
故
也
、
((
)
は
筆
者
注
、[
]
内
は
割
書)
右
記
に
よ
れ
ば
、
義
直
が
尾
張
の
新
領
主
に
定
め
ら
れ
た
の
は
閏
四
月
二
十
六
日
だ
が
、
親
吉
が
清
須
に
入
城
し
た
の
は
一
ヵ
月
後
の
五
月
二
十
六
日
と
さ
れ
る
。
七
蓬
左
文
庫
本
原
本
調
査
蓬
左
文
庫
本
の
安
国
寺
捕
縛
記
事
一
行
目
は
、｢
大
原｣
以
下
が
大
和
文
華
館
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
次
の
丁
と
は
文
章
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、｢
大
原｣
以
下
の
一
行
目
は
、
二
行
目
以
下
が
書
か
れ
た
料
紙
を
料
紙
Ｂ
に
差
し
替
え
る
際
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
元
の
文
字
を
擦
り
消
し
て
改
変
し
た
部
分
と
推
測
さ
れ
る
。
主
に
こ
の
確
認
の
た
め
、
原
本
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
安
国
寺
捕
縛
記
事
一
行
目
は
、｢
大
原
(
…
中
略
…)
所
候｣
の
周
辺
が
や
や
汚
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
削
去
さ
れ
た
元
の
字
の
残
画
と
思
わ
れ
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
判
読
が
難
し
い
。
差
し
替
え
る
前
は
大
和
文
華
館
本
と
ほ
ぼ
同
文
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、｢
鞍｣
、｢
寺｣
の
字
の
｢
寸｣
の
部
分
、｢
入｣
が
読
み
取
れ
そ
う
に
も
思
え
る
。
そ
185
う
で
あ
る
な
ら
ば
、｢
寺｣
と
｢
入｣
と
の
間
に
は
｢
へ｣
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
推
測
さ
れ
る
字
数
は
二
字
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、｢
へ｣
の
字
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
一
行
目
の
墨
色
に
は
濃
度
に
差
異
が
あ
り
、
書
き
直
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
字
は
薄
く
、
か
す
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
元
か
ら
の
文
字
は
濃
い
。
ち
な
み
に
捕
縛
記
事
の
二
行
目
料
紙
Ｂ
か
ら
は
全
体
的
に
淡
い
。
ま
た
、
料
紙
Ｂ
は
そ
の
前
後
の
料
紙
よ
り
黄
色
っ
ぽ
く
、
滑
ら
か
に
見
え
る
。
ち
な
み
に
蓬
左
文
庫
本
の
料
紙
に
つ
い
て
、
伊
藤
敏
子
氏
は｢
厚
手
斐
紙｣
、
石
田
善
人
氏
は
｢
雁
皮
紙
の
両
面
書
き｣
と
す
る
。
斐
紙
と
雁
皮
紙
は
同
種
の
紙
で
あ
る
。
以
上
の
料
紙
Ｂ
に
認
め
ら
れ
る
墨
色
・
紙
質
の
特
徴
は
料
紙
Ａ
も
同
じ
で
、
全
体
的
に
墨
色
薄
い
料
紙
Ａ
の
前
後
は
濃
く
て
黒
々
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
料
紙
Ａ
の
部
分
に
あ
っ
た
差
し
替
え
前
の
料
紙
で
も
数
丁
分
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
料
紙
Ａ
の
前
後
の
料
紙
が
同
じ
墨
汁
で
書
か
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
料
紙
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
料
紙
と
紙
質
の
差
異
は
認
め
が
た
い
。
奥
書
の
あ
る
二
丁
分
(
八
十
六
〜
八
十
七
丁)
も
同
様
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
牛
一
自
筆
本
は
、
本
文
と
奥
書
と
の
書
写
時
期
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
触
れ
て
お
く
。
最
後
に
、
本
を
閉
じ
た
状
態
で
下
小
口
を
観
察
し
た
。
二
色
で
層
を
成
し
て
お
り
、
料
紙
Ａ
・
Ｂ
は
白
っ
ぽ
い
が
、
料
紙
Ｃ
を
含
め
て
、
他
は
茶
色
に
近
い
。
八
蓬
左
文
庫
本
所
収
記
事(
料
紙
Ｂ)
の
検
討
《
２
》
―｢
御
所
様｣
の
語
と
差
し
替
え
時
期
―
料
紙
Ｃ
が
付
加
さ
れ
た
時
期
は
、
慶
長
十
二
年
五
月
下
旬
か
ら
九
月
十
一
日
ま
で
の
間
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、
料
紙
Ａ
・
Ｂ
が
現
在
の
よ
う
に
差
し
替
え
ら
れ
た
時
期
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
料
紙
Ｃ
と
異
な
る
の
で
、
半
葉
行
数
を
根
拠
と
し
て
単
純
に
同
時
期
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
安
国
寺
捕
縛
記
事
中
の
｢
御
所
様｣
の
語
(
前
掲
引
用
文
の
波
線
部)
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。｢
御
所
様｣
の
使
用
例
は
こ
の
記
事
を
除
く
と
、
征
夷
大
将
軍
在
任
期
間
(
慶
長
八
年
六
月
二
十
五
日
条
か
ら
同
十
年
二
月
十
九
日
条
ま
で)
に
限
ら
れ
る
(
ち
な
み
に
、
在
任
中
の
同
十
年
三
月
二
十
一
日
条
か
ら
｢
大
御
所
様｣
と
呼
ぶ
。
任
官
に
つ
い
て
は
慶
長
五
年
九
月
二
十
七
日
条
に
も
見
え
る
が
、
同
八
年
三
月
二
十
五
日
条
が
実
質
的
な
記
事)
。
安
国
寺
捕
縛
記
事
で
の
使
用
例
は
例
外
と
い
え
る
。
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慶
長
五
年
の
争
乱
に
関
す
る
一
連
の
記
事
中
、
家
康
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、｢
御
所
様｣
と
す
る
ほ
か
、｢
内
府
公｣
が
十
三
箇
所
、｢
内
府
家
康
公｣
が
三
箇
所
、｢
大
将
軍｣
が
二
箇
所
見
え
る
。｢
大
将
軍｣
は
関
ヶ
原
で
の
決
戦
中
の
記
述
に
存
す
る
も
の
で
、｢
…
…
頸
を
と
り
、
／
大
将
軍
の
御
目
に
懸
ら
れ
…
…｣
(
三
十
一
丁
表)
、｢
…
…
頸
を
取
、
／
大
将
軍
の
御
目
に
懸
…
…｣
(
三
十
一
丁
裏)
と
い
う
よ
う
に
、
討
ち
取
っ
た
首
を
家
康
に
見
せ
た
と
い
う
類
似
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
｢
大
将
軍｣
の
意
味
は
家
康
方
全
軍
の
総
司
令
官
で
あ
る
が
、
同
じ
九
月
十
五
日
条
で
も
、
戦
闘
開
始
前
と
終
了
後
の
首
実
検
と
の
記
述
で
は
｢
内
府
公｣
と
し
て
い
る
。
牛
一
は
安
国
寺
捕
縛
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
の
内
容
よ
り
古
態
を
示
す
伝
本
で
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
現
在
の
本
文
と
異
な
る
内
容
を
記
し
て
い
た
。
こ
れ
が
慶
長
五
年
の
争
乱
に
関
す
る
著
書
成
立
の
早
期
ま
で
に
入
手
し
た
情
報
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
蓬
左
文
庫
本
で
は
、
そ
の
後
に
知
っ
た
｢
事
実｣
を
採
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
譲
渡
時
期
が
蓬
左
文
庫
本
よ
り
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
河
村
文
庫
本
親
本
の
安
国
寺
捕
縛
記
事
は
、
河
村
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
大
和
文
華
館
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
蓬
左
文
庫
本
の
松
平
忠
吉
薨
去
記
事
で
は
、
死
歿
地
に
関
す
る
く
だ
り
が
元
の
文
字
を
擦
り
消
し
て
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
(
原
本
で
確
認
し
た)
、
河
村
文
庫
本
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
擦
り
消
さ
れ
た
が
判
読
で
き
る
文
字
の
一
部
｢
大
事｣
は
河
村
文
庫
本
に
見
え
る
の
で
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
河
村
文
庫
本
の
方
が
古
態
を
示
す
と
い
え
る
。
蓬
左
文
庫
本
で
改
変
さ
れ
た
記
述
が
、
河
村
文
庫
本
で
は
蓬
左
文
庫
本
よ
り
古
様
で
あ
る
と
い
う
共
通
性
か
ら
、
料
紙
Ｂ
に
差
し
替
え
て
安
国
寺
の
記
事
が
改
変
さ
れ
た
の
は
、
忠
吉
薨
去
記
事
と
同
じ
く
、
慶
長
十
二
年
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。｢
御
所
様｣
と
い
う
呼
称
は
料
紙
Ｂ
に
差
し
替
え
ら
れ
た
時
期
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
記
事
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
手
控
え
や
粗
稿
に
由
来
す
る
も
の
で
、
そ
の
執
筆
時
期
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
牛
一
は
安
国
寺
捕
縛
に
関
す
る
新
た
な
情
報
を
入
手
し
た
の
ち
、
速
や
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
記
事
を
改
め
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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九蓬
左
文
庫
本
の
成
立
過
程
と
料
紙
Ａ
の
差
し
替
え
時
期
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
料
紙
Ａ
に
つ
い
て
金
子
拓
氏
は
、
｢
大
和
文
華
館
本
の
執
筆
後
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
蓬
左
文
庫
本
が
い
っ
た
ん
書
か
れ
た
あ
と
の
時
点
で
牛
一
が
入
手
し
た
情
報
に
も
と
づ
く
増
補
で
あ
る｣
と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
明
智
玉
子
自
害
記
事
が
増
補
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
慶
長
八
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
間
と
す
る
。
氏
は
、
蓬
左
文
庫
本
そ
の
も
の
に
認
め
ら
れ
る
料
紙
の
差
し
替
え
や
文
字
の
擦
り
消
し
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
ら
、｢
蓬
左
文
庫
本
が
い
っ
た
ん
書
か
れ
た
あ
と｣
と
い
う
文
言
中
の
｢
蓬
左
文
庫
本｣
と
は
、
清
書
前
の
稿
本
で
は
な
く
、
蓬
左
文
庫
本
そ
の
も
の
を
指
す
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
氏
が
牛
一
自
筆
本
二
本
か
ら
推
測
し
た
蓬
左
文
庫
本
の
増
補
時
期
は
、
諸
本
調
査
に
よ
っ
て
狭
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
料
紙
Ｂ
と
同
じ
く
差
し
替
え
ら
れ
た
年
ぐ
ら
い
は
推
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
後
の
記
事
と
の
関
係
も
紙
質
も
異
な
る
料
紙
Ｂ
・
Ｃ
が
共
に
慶
長
十
二
年
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
料
紙
Ａ
に
つ
い
て
も
同
年
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
半
葉
九
行
で
書
き
継
い
で
い
く
途
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
八
行
に
変
え
た
料
紙
に
差
し
替
え
て
、
記
事
の
改
変
・
増
補
等
を
行
な
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
半
葉
行
数
を
原
則
九
行
と
し
て
、
い
っ
た
ん
全
体
を
書
き
終
え
た
が
、
そ
の
後
、
料
紙
を
差
し
替
え
る
と
い
う
方
法
で
、
記
事
の
改
変
・
増
補
等
を
行
な
っ
た
際
、
故
あ
っ
て
行
数
を
八
行
に
変
え
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
。
い
っ
た
ん
全
体
が
書
か
れ
る
前
に
行
数
を
変
更
す
れ
ば
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
以
後
、
こ
の
行
数
が
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
九
行
書
き
の
部
分
も
、
そ
の
書
写
時
期
を
四
年
ほ
ど
の
間
と
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
筆
蹟
に
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
牛
一
晩
年
の
特
徴
で
あ
る
震
え
が
見
ら
れ
る
。
慶
長
十
二
年
書
写
説
を
採
る
先
人
は
少
な
く
な
い
。
全
体
が
慶
長
十
二
年
の
筆
写
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
以
上
か
ら
、
蓬
左
文
庫
本
は
慶
長
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
、
半
葉
九
行
書
き
で
い
っ
た
ん
全
文
が
清
書
さ
れ
、
一
部
、
半
葉
八
行
書
き
の
料
紙
に
差
し
替
え
ら
れ
た
り
、
付
加
さ
れ
た
り
し
た
の
は
、
そ
の
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
料
紙
Ａ
の
成
立
も
同
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
金
子
拓
氏
の
研
究
か
ら
手
掛
か
り
を
得
て
、
氏
が
指
摘
し
た
丁
以
外
に
も
差
し
替
え
ら
れ
た
り
、
付
加
さ
れ
た
り
し
た
料
紙
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
本
文
の
変
化
と
し
て
は
規
模
が
大
き
く
、
譲
渡
さ
れ
た
志
水
忠
宗
と
は
内
容
的
に
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
蓬
左
文
庫
本
は
志
水
に
与
え
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
慶
長
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
、
慶
長
五
年
の
争
乱
を
含
む
家
康
に
関
す
る
著
書
の
改
稿
の
た
め
、
そ
し
て
、
同
年
ま
で
の
出
来
事
を
記
す
た
め
、
筆
を
執
っ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
見
開
き
の
状
態
で
記
さ
れ
た
奥
書
(
八
十
六
丁
裏
〜
八
十
七
丁
表)
は
、
右
側
の
料
紙
が
九
行
書
き
で
あ
る
が
、
墨
色
は
奥
書
全
文
も
譲
渡
に
関
す
る
日
付
・
牛
一
署
判
・
宛
名
も
、
淡
い
点
で
一
定
し
て
お
り
、
し
か
も
全
体
的
に
、
紙
面
に
過
不
足
無
く
収
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奥
書
は
志
水
に
譲
渡
す
る
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
前
に
清
書
し
た
本
に
奥
書
を
新
た
に
記
し
て
譲
渡
し
た
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
慶
長
十
五
年
の
こ
と
だ
が
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
所
蔵
『
信
長
記』
(
譲
渡
し
た
相
手
は
播
磨
姫
路
城
主
池
田
輝
政
と
さ
れ
る)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
子
氏
は
料
紙
が
差
し
替
え
ら
れ
た
動
機
と
し
て
、
記
事
の
増
補
を
挙
げ
た
。
本
稿
で
は
、
安
国
寺
捕
縛
記
事
の
実
例
か
ら
記
事
の
改
変
を
こ
れ
に
加
え
た
い
。
蓬
左
文
庫
本
の
袋
綴
と
い
う
装
訂
は
、
現
在
知
ら
れ
る
牛
一
自
筆
本
十
三
点
中
、
他
に
建
勲
神
社
所
蔵
『
信
長
公
記』
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
類
例
は
す
こ
ぶ
る
乏
し
い
の
で
あ
る
(
推
測
を
含
む
が
、
他
は
綴
葉
装
七
点
と
巻
子
装
四
点
。
原
本
の
所
在
不
明
の
も
の
を
含
む
(
))
。
い
っ
た
ん
全
文
を
書
き
終
え
て
か
ら
で
も
大
規
模
な
改
変
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
綴
じ
方
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
変
化
は
半
葉
行
数
の
相
異
と
し
て
、
ま
た
、
差
し
替
え
ら
れ
た
料
紙
に
つ
い
て
は
紙
質
の
差
異
と
し
て
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
成
立
過
程
の
一
端
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
示
さ
れ
る
例
は
、
今
の
と
こ
ろ
蓬
左
文
庫
本
し
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
特
殊
性
か
ら
、
蓬
左
文
庫
本
は
牛
一
の
編
集
方
法
を
考
え
る
上
で
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
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注
(
１)
牛
一
に
よ
る
慶
長
五
年
の
争
乱
に
関
す
る
著
書
は
、
石
田
三
成
等
の
処
刑
に
つ
い
て
記
し
た
あ
と
、
家
康
の
威
光
を
称
え
て
終
わ
る
の
が
、
構
成
と
し
て
は
古
様
を
示
す
よ
う
だ
が
、
争
乱
は
三
成
等
の
刑
死
を
も
っ
て
終
末
を
迎
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
会
津
の
上
杉
景
勝
、
薩
摩
の
島
津
忠
恒
が
そ
れ
ぞ
れ
伏
見
に
到
り
、
家
康
に
謁
見
し
た
と
す
る
十
月
一
日
条
以
後
に
見
え
る
記
事
も
、
前
記
争
乱
に
関
す
る
も
の
と
い
え
る
。
(
２)
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
『
坪
内
文
書』
(
坪
内
定
益
氏
原
蔵)
所
収
。
本
書
状
を
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、
桑
田
忠
親
『
豊
太
閤
伝
記
物
語
の
研
究』
(
中
文
館
書
店
、
一
九
四
〇
年
五
月)
で
あ
ろ
う
。
改
訂
増
補
版
『
太
閤
記
の
研
究』
(
徳
間
書
店
、
一
九
六
五
年
十
二
月)
に
も
見
え
る
。『
岐
阜
県
史
史
料
編
古
代
・
中
世
四』
(
岐
阜
県
編
集
・
発
行
、
一
九
七
三
年)
に
翻
刻
所
収
(
一
四
八
頁
下
段)
。
金
子
拓
『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
『
信
長
記』
の
彼
方
へ』
(
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月)
に
図
版
(｢
図
版
｣)
と
翻
刻
と
を
所
載
(
一
二
八
〜
九
頁)
。
(
３)
管
見
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
三
点
が
、
慶
長
十
二
年
写
と
明
記
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
、
挙
げ
ら
れ
る
。『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
國
書
分
類
目
録』
(
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
集
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
発
行
、
一
九
七
六
年
三
月)
。『
名
古
屋
市
移
管
三
十
周
年
記
念
蓬
左
文
庫
名
品
展』
(
名
古
屋
市
博
物
館
編
集
・
発
行
、
一
九
八
〇
年
十
二
月)
。
『
蓬
左
文
庫
図
録』
(
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
発
行
、
一
九
八
三
年
十
月)
。
桑
田
忠
親
『
豊
太
閤
伝
記
物
語
の
研
究』
・
『
太
閤
記
の
研
究』
(
前
掲
注
２)
で
は
、
蓬
左
文
庫
本
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
奥
書
と
そ
の
日
付
・
署
判
・
宛
書
に
触
れ
、｢
即
ち
慶
長
十
二
年
の
著
で
あ
る｣
と
説
明
す
る
。
栗
田
元
次
｢
蓬
左
文
庫
と
源
敬
公
の
集
書｣
(『
郷
土
文
化』
五
―
二
、
一
九
五
〇
年
七
月)
で
は
、
｢
関
ケ
原
軍
記
は
、
大
(
マ
マ)
田
牛
一
の
八
十
二
(
マ
マ)
才
の
時
の
自
筆
本｣
と
あ
る
か
ら
、
慶
長
十
二
年
筆
写
説
で
あ
る
(
源
敬
公
は
徳
川
義
直
の
こ
と)
。
『
開
館
一
〇
周
年
記
念
特
別
展
決
戦
関
ヶ
原
―
武
将
た
ち
の
闘
い
―』
(
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
二
年
十
月)
で
は
、
｢
巻
末
に
牛
一
は
八
〇
歳
を
過
ぎ
た
老
齢
な
が
ら
執
筆
し
た
と
記
さ
れ
、
成
立
年
代
を
考
え
る
上
で
手
掛
か
り
と
な
る｣
と
あ
る
。
解
説
文
中
、
明
記
さ
れ
て
い
る
慶
長
十
二
年
の
年
号
は
、｢
時
代｣
の
項
に
見
え
る
も
の
。
実
際
に
書
か
れ
た
年
と
も
成
立
年
と
も
読
め
る
が
、
慶
長
十
二
年
執
筆
説
を
採
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。『
蓬
左』
七
一
(
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
六
年
七
月)
で
は
、
｢
本
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
二
年
に
志
水
小
八
郎
忠
宗
(
の
ち
尾
張
藩
家
老)
の
た
め
に
、
八
十
一
歳
の
牛
一
自
ら
が
書
写
し
た
も
の
で
す｣
と
あ
り
、
慶
長
十
二
年
写
と
す
る
と
と
も
に
、
書
写
の
動
機
ま
で
述
べ
て
い
る
。
伊
藤
敏
子
｢
太
田
和
泉
守
自
筆
本
｢
内
府
公
軍
記｣｣
(『
大
和
文
化
研
究』
一
三
―
七
、
一
九
六
八
年
七
月)
で
は
、
宛
書
の
存
在
を
指
摘
し
た
あ
と
、｢
牛
一
八
十
一
歳
の
時
に
成
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る｣
と
し
て
お
り
、
全
文
の
筆
写
時
期
に
つ
い
て
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
筆
蹟
に
つ
い
て
、｢
い
か
に
も
老
齢
ら
し
く
運
筆
の
ふ
る
え
も
み
え
、
字
配
り
も
乱
れ
全
体
に
い
じ
け
た
感
が
あ
る｣
と
し
て
、
全
体
的
に
共
通
し
て
い
る
と
み
て
い
る
。
よ
っ
て
、
慶
長
十
二
年
筆
写
説
に
含
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
澤
泉
｢
杤
山
斉
氏
所
蔵
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『内
府
公
軍
記』｣
(『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要』
三
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月)
で
は
、
奥
付
か
ら
｢(『
内
府
公
軍
記』
の
―
大
澤
氏
は
、
蓬
左
文
庫
本
を
『
内
府
公
軍
記』
の
一
本
と
し
て
い
る
―
筆
者
注)
自
筆
本
の
中
で
唯
一
、
書
写
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る｣
と
し
、｢
慶
長
十
二
年
(
一
六
〇
七)
、
牛
一
が
八
十
一
歳
の
時
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う｣
と
す
る
。
こ
れ
以
外
の
記
述
を
見
て
も
、
氏
は
慶
長
十
二
年
筆
写
説
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
慶
長
五
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、｢
Ａ
本
(
蓬
左
文
庫
本
の
こ
と
―
筆
者
注)
は
、
慶
長
十
二
年
に
書
写
さ
れ
る
ま
で
、
牛
一
の
手
で
書
き
継
が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る｣
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
牛
一
が
慶
長
五
年
の
争
乱
を
扱
う
『
内
府
公
軍
記』
を
著
し
た
あ
と
も
、
随
時
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
そ
の
後
の
出
来
事
に
関
す
る
記
事
が
、
慶
長
十
二
年
に
書
写
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
蓬
左
文
庫
本
と
し
て
結
実
し
た
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
(
４)
依
拠
し
た
伝
本
は
不
明
だ
が
、
大
津
雄
一
氏
は
牛
一
の
著
と
し
て
紹
介
す
る
｢
関
原
記｣
の
内
容
の
な
か
で
、｢
家
康
の
大
坂
入
城
と
征
夷
大
将
軍
の
拝
任｣
と
記
し
て
い
る
(｢
関
原
記
(
せ
き
が
は
ら
き)｣
『
戦
国
軍
記
事
典
天
下
統
一
篇』
古
典
遺
産
の
会
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
一
年
十
二
月)
。
(
５)
金
子
拓
氏
の
表
現
を
踏
襲
す
れ
ば
、
ま
ず
、
本
稿
本
文
に
挙
げ
た
、
｢
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
自
害
記
事｣
。
氏
は
記
事
名
三
つ
を
挙
げ
る
際
、
彼
女
の
呼
称
を
俗
称
の
｢
細
川
ガ
ラ
シ
ャ｣
と
し
た
。
し
か
し
、
厳
密
に
は
明
智
玉(
子)
と
す
べ
き
だ
ろ
う
と
し
、
田
端
泰
子『
細
川
ガ
ラ
シ
ャ』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年)
で
は
呼
称
が
明
智
玉
子
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
氏
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
次
に
、｢
西
軍
に
よ
る
伊
勢
安
濃
津
城
攻
め｣
、
最
後
に
、｢
家
康
に
く
み
し
た
加
賀
前
田
利
長
に
よ
る
同
国
大
聖
寺
城
攻
め｣
。
な
お
、
明
智
玉
子
自
害
記
事
は
大
和
文
華
館
本
に
は
全
く
な
い
が
、
他
の
二
つ
は
記
事
そ
の
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
安
濃
津
城
攻
め
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
大
和
文
華
館
本
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
聖
寺
城
攻
め
に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
本
で
は
列
挙
さ
れ
る
城
側
の
戦
死
者
の
名
が
大
量
に
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
大
聖
寺
城
を
攻
略
し
て
帰
還
中
だ
っ
た
前
田
利
長
軍
と
加
賀
小
松
城
主
丹
羽
長
重
軍
と
の
合
戦
(
浅
井
畷
の
戦
い)
に
つ
い
て
付
加
さ
れ
て
い
る
。
(
６)
平
岩
に
関
す
る
記
事
の
冒
頭
に
、｢
去
程
に
、
尾
張
国
明
国
候
間
、
物
主
と
し
て
平
岩
主
計
頭
被
仰
下
、
清
洲
之
城
に
在
城
候
て
、
…
…｣
(
傍
線
筆
者)
と
あ
る
。
牛
一
の
他
の
著
書
で
は
、『
信
長
記』
巻
十
四
に
｢
物
主｣
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
天
正
九
年
(
一
五
八
一)
十
一
月
十
七
日
条
に
、
羽
柴
秀
吉
と
池
田
元
助
と
の
両
人
が
率
い
る
軍
勢
が
淡
路
島
へ
渡
り
、
岩
屋
を
攻
略
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
同
二
十
日
条
に
、
秀
吉
・
元
助
の
帰
陣
に
つ
い
て
記
し
た
あ
と
、｢
淡
路
嶋
物
主
未
被
仰
付
候
也
。｣
(
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
所
蔵
本
の
影
印
版
(
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
等
刊
行
会
編
集
、
福
武
書
店
、
一
九
七
五
年)
か
ら
引
用
。
傍
線
筆
者)
で
終
え
る
。
建
勲
神
社
所
蔵
牛
一
自
筆
本
を
親
本
と
す
る
陽
明
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
読
み
下
し
文
に
改
め
た
角
川
文
庫
版
『
信
長
公
記』
(
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
、
一
九
六
九
年)
に
も
、
こ
の
記
事
が
あ
り
、｢
物
主｣
に
つ
い
て
、｢
こ
こ
で
は
知
行
主
を
指
す｣
(
三
七
〇
頁
の
注
三)
と
解
釈
す
る
。
尾
張
の
新
領
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主
は
徳
川
義
直
だ
が
、
親
吉
は
駿
府
の
家
康
の
許
に
留
め
ら
れ
た
幼
君
に
代
わ
っ
て
、
国
政
を
執
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
牛
一
は
親
吉
自
身
が
尾
張
の
領
主
に
な
っ
た
と
誤
認
し
た
よ
う
で
あ
る
。
(
７)
金
子
拓
氏
が
織
田
裕
美
子
氏
所
蔵
の
牛
一
自
筆
本
『
太
田
牛
一
旧
記』
を
翻
刻
し
た
際
、
脚
注
と
し
て
掲
げ
た
杤
山
家
本
の
本
文
の
中
で
、
｢
落
丁
あ
る
か｣
と
指
摘
し
て
い
る
(｢
史
料
紹
介
『
別
本
御
代
々
軍
記』
(
太
田
牛
一
旧
記)｣
『『
信
長
記』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代』
金
子
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
七
月)
。
(
８)
小
寺
玉
晁
と
『
続
学
舎
叢
書』
と
に
つ
い
て
は
、
市
橋
鐸
『
〈
稀
書
珍
籍
〉
忘
れ
じ
の
尾
張
本』
(
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
十
月)
、
浅
井
圭
子
｢
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
続
学
舎
叢
書』
翻
刻
(
一)｣
(『
あ
い
ち
国
文』
一
、
二
〇
〇
七
年
七
月)
参
照
。
(
９)
金
子
氏
が
典
拠
と
し
た
の
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
『
藩
士
名
寄』
十
一
。
筆
者
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
紙
焼
き
本
に
て
確
認
し
た
。
同
文
庫
に
は
翻
刻
本
も
開
架
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
文
庫
所
蔵
『
稿
本
藩
士
名
寄』
二
八
、
お
ノ
二
に
も
見
え
る
。『
稿
本
藩
士
名
寄』
二
七
〜
二
九
お
ノ
一
〜
お
ノ
三
(
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
集
・
発
行
、
一
九
九
六
年)
に
翻
刻
所
収
。
該
当
記
事
は
一
三
三
〜
一
三
四
頁
に
掲
載
。
『
稿
本
藩
士
名
寄』
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
成
立
で
、
尾
張
藩
士
の
経
歴
が
記
さ
れ
る
名
簿
。
系
図
を
収
め
る
家
も
あ
る
(『
蓬
左』
八
九
、
二
〇
一
四
年
十
月)
。
ま
た
、
大
田
一
馬
の
家
系
(
太
田
と
も)
に
つ
い
て
は
、『
士
林
泝
』
巻
三
十
所
収
｢
太
田｣
参
照
(
本
姓
源
。
惣
平
次
家
か
ら
書
き
起
こ
す
。
次
代
か
ら
当
主
は
代
々
、
半
右
衛
門
と
称
し
、｢
次｣
を
通
字
と
し
て
い
る
。『
名
古
屋
叢
書
続
編
第
十
八
巻
士
林
泝
(
二)』
(
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編
集
・
発
行
、
一
九
六
七
年)
に
翻
刻
所
収)
。
『
士
林
泝
』
は
松
平
君
山
(
名
は
秀
雲
。
一
六
九
七
〜
一
七
八
三)
の
編
纂
校
勘
に
か
か
る
尾
張
藩
家
臣
の
系
譜
集
。
延
享
四
年
(
一
七
四
七)
、
八
代
藩
主
宗
勝
に
献
上
さ
れ
た
。
市
橋
鐸
｢｢
士
林
泝
｣
の
研
究｣
(『
郷
土
文
化』
六
―
二
、
一
九
五
一
年
七
月)
・
同
『
〈
稀
書
珍
籍
〉
忘
れ
じ
の
尾
張
本』
(
前
掲
注
８)
参
照
。
ち
な
み
に
、
名
古
屋
市
博
物
館
に
は
、
元
和
六
年
(
一
六
二
〇)
九
月
一
日
付
で
太
田
半
右
衛
門
に
知
行
を
宛
行
っ
た
こ
と
を
記
す
徳
川
義
利
(
義
直)
黒
印
状
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(『
藩
祖
義
直
生
誕
四
〇
〇
年
記
念
特
別
展
徳
川
義
直
―
尾
張
藩
初
代
藩
主
の
生
涯
―』
名
古
屋
城
管
理
事
務
所
編
集
、
名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
発
行
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
。『
平
成

年
度
名
古
屋
市
博
物
館
特
別
展
三
英
傑
と
名
古
屋』
｢
三
英
傑
と
名
古
屋｣
展
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
四
年
十
月)
。
(
)
鈴
鹿
文
庫
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
純
一
｢
す
ず
か
し
鈴
鹿
氏｣
『
国
史
大
辞
典』
第
八
巻
(
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
集
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年)
、
伊
藤
敏
子
｢
鈴
鹿
義
一
す
ず
か
よ
し
か
ず
〈
蔵
書
・
蔵
書
家
〉｣
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』
(
井
上
宗
雄
ほ
か
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年)
参
照
。
鈴
鹿
連
胤
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
鎌
田
｢
す
ず
か
し
鈴
鹿
氏｣
と
｢
鈴
鹿
連
胤
す
ず
か
つ
ら
た
ね｣
『
国
書
人
名
辞
典』
第
二
巻
(
市
古
貞
次
ほ
か
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年)
参
照
。
(
)
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
蔵
書
目
録
上
、
登
録
書
名
が
初
見
さ
れ
る
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の
は
、
御
書
物
奉
行
松
平
太
郎
右
衛
門
秀
雲
(
前
掲
注
９)
が
作
成
し
た
『
馬
場
御
文
庫
御
蔵
書
目
録
(
安
永
九
年
目
録)』
巻
二
(
安
永
九
年
＝
一
七
八
〇)
。｢
一
太
田
和
泉
守
記
関
原
同
(
写
本
―
筆
者
注)
一
冊｣
と
あ
る
。『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録』
第
三
巻
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
(
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
監
修
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
九
年
。
他
巻
も
書
誌
事
項
は
同
じ)
に
影
印
を
所
収
(
一
六
七
頁)
。
寛
政
年
間
(
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一)
の
成
立
か
と
さ
れ
る
『
御
文
庫
御
書
籍
目
録
(
寛
政
目
録)』
巻
二
(
敬
公
御
書
籍)
に
は
、｢
一
太
田
和
泉
守
記
五
十
一
写
本
一
冊
／
此
御
本
慶
安
御
目
録
ニ
関
ヶ
原
御
一
戦
記
一
冊
と
有
之
。
関
ヶ
原
之
記
ニ
而
ハ
無
御
座
候
得
共
、
巻
首
ニ
関
ヶ
原
御
一
戦
之
事
有
之
候
故
と
相
見
申
候｣
と
あ
る
(『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録』
第
五
巻
(
二
五
六
〜
七
頁)
所
収)
。
引
用
文
中
の
｢
慶
安
御
目
録｣
と
は
、
義
直
が
薨
じ
た
後
、
間
も
な
く
作
成
さ
れ
た
『
御
書
籍
目
録
(
慶
安
四
年
尾
張
目
録)』
(
慶
安
四
年
＝
一
六
五
一
年)
の
こ
と
で
、｢
・
関
原
御
一
戦
記
・
・
一
冊｣
と
あ
る
(『
尾
張
徳
川
家
蔵
書
目
録』
第
一
巻
(
四
四
五
頁)
所
収)
。
し
か
し
な
が
ら
以
下
の
理
由
か
ら
、『
御
文
庫
御
書
籍
目
録
(
寛
政
目
録)』
の
記
述
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。｢
関
原
御
一
戦
記｣
の
書
名
は
、『
御
書
籍
目
録
(
慶
安
四
年
尾
張
目
録)』
以
降
の
蔵
書
目
録
に
は
見
え
な
い
が
、
前
記
目
録
と
一
対
を
な
す
も
の
と
い
う
『
慶
安
三
年
江
戸
目
録』
が
伝
来
し
な
い
こ
と
、
『
関
ヶ
原
合
戦
史
料
集』
(
藤
井
治
左
衛
門
編
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
九
年)
に
は
｢
関
原
御
一
戦
記｣
・｢
関
ヶ
原
御
一
戦
記｣
か
ら
採
録
し
て
お
り
、
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
牛
一
の
著
書
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
(
)
『
士
林
泝
』
巻
七
十
二
は
、『
名
古
屋
叢
書
続
編
第
十
九
巻
士
林
泝
(
三)』
(
一
九
六
八
年)
に
翻
刻
を
所
収
。
(
)
大
澤
繁
久
に
つ
い
て
は
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
稿
本
藩
士
名
寄』
三
十
九
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
該
当
記
事
は
『
稿
本
藩
士
名
寄』
三
九
〜
四
一
お
ノ
一
四
〜
お
ノ
一
六
(
一
九
九
六
年)
に
翻
刻
(
一
〇
三
八
頁)
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
称
は
惣
兵
衛
、
新
御
番
に
勤
仕
し
、
享
保
四
年
(
一
七
一
九)
、
八
十
歳
に
て
病
歿
。
(
)
牛
一
自
筆
本
十
三
点
と
そ
の
装
訂
に
つ
い
て
は
、
金
子
拓
｢
太
田
牛
一
自
筆
『
太
田
牛
一
旧
記』
に
つ
い
て｣
『『
信
長
記』
と
信
長
・
秀
吉
の
時
代』
(
注
７
参
照)
一
九
五
頁
所
載
の
表
に
ま
と
め
て
あ
る
。
建
勲
神
社
所
蔵
『
信
長
公
記』
に
つ
い
て
は
、『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全』
七
書
跡
(
上
巻)
(
文
化
庁
監
修
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年)
、『
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
『
信
長
記』
の
彼
方
へ』
も
参
照
。
後
者
で
は
、
大
和
文
華
館
本
の
装
訂
(
綴
葉
装)
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
[
付
記]
蓬
左
文
庫
本
の
原
本
は
平
成
二
十
五
年
(
二
〇
一
三)
十
月
三
十
日
に
実
見
し
た
。
重
要
図
書
の
閲
覧
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
(
中
京
大
学
文
学
会
一
般
会
員)
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